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］
『
…
…
匝
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シ
回
　
。
ヅ
　
万
こ
’
、
匹

１
　
　
巻
拉
詔

・
゛
救
ゝ
入
る
図
が
あ

な

ご

ぎ
ら
り

鴇
、
、
。
。
。
ど
こ
⑩
で
も
０
１

菅
波
　
茂

　
自
然
の
不
条
理
を
嘆
く
べ
わ
れ
た
（
十
七
日
現
在
）
。

き
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
被
災
者
の
数
は
天
文
学
的
で

　
二
〇
〇
四
年
十
二
月
二
十
あ
る
。

六
日
に
発
生
し
た
ス
マ
ト
ラ
　
人
々
は
嘆
き
悲
し
ん
で
い

島
沖
地
震
・
津
波
は
二
百
年
る
。
「
神
々
は
と
こ
に
行
っ

に
一
度
と
い
わ
れ
て
い
る
規
た
の
か
、
わ
れ
わ
れ
を
見
捨

模
で
あ
る
。
こ
の
津
波
の
被
て
た
の
か
」
と
。
二
十
世
記

書
は
甚
大
で
あ
る
。
お
よ
そ
の
戦
争
に
代
わ
っ
て
、
二
十

十
八
万
人
の
命
が
一
瞬
に
失
　
一
世
紀
は
災
害
に
よ
り
多
く

学
）
。
学
生
時
代
か
ら
ア
ジ

ア
各
国
と
医
学
交
流
を
続

け
、
8
4
年
に
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
を
設

立
。
日
本
初
の
国
連
医
療
Ｎ

Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組
織
）
で
、

国
内
外
3
1
支
部
、
医
師
３
０

０
人
を
含
む
会
員
約
１
５
０

　
す
が
な
み
・
し
げ
る
　
１
０
人
を
擁
す
る
。
ア
ジ
ア
、

９
４
６
年
生
ま
れ
。
広
島
県
ア
フ
リ
カ
、
中
南
米
な
ど
約

脂
身
。
回
向
大
学
大
学
院
医
5
0
力
国
で
災
害
支
援
や
地
域

学
研
究
科
修
了
（
公
衆
衛
生
開
発
の
実
績
が
あ
る
。

　
Ｉ
　
Ｉ
　
ｊ
ｒ
Ｉ
Ｉ
　
Ｉ
Ｉ
　
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
　
Ｉ
Ｉ
ｊ
■
－
　
－
－
ｉ
－
　
－

スマトラ沖地震
の
人
た
ち
が
命
を
失
う
悲
し

い
序
曲
か
も
し
れ
な
い
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
、
二
十
四
時

間
態
勢
の
被
災
者
緊
急
救
援

活
動
を
実
施
し
て
い
る
。
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
の
う
ち
、
九
力
国
の
海
外

支
部
と
岡
山
の
本
部
が
同
時

期
に
連
携
す
る
の
は
、
一
九

八
四
年
に
発
足
し
て
以
来
、

最
も
大
き
な
枠
組
み
で
あ

る
。
　
　
　
　
　
　
「

　
救
援
活
動
は
主
と
し
て
、

巡
回
診
療
、
仮
設
診
療
所
設

置
に
よ
る
診
療
、
感
染
症
対
ヽ

策
を
目
的
と
し
た
巡
回
健
康
『

衛
生
教
育
、
さ
ら
に
は
病
院

機
能
復
旧
支
援
等
で
あ
る
。

　
現
時
点
で
、
三
力
国
の
被

災
国
に
十
力
国
が
協
力
し
て

す
で
に
延
べ
八
十
人
以
上
の

ス
タ
ッ
フ
を
送
り
こ
ん
で
い

る
。

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
バ
ン
ダ

ア
チ
エ
に
は
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
、
台
湾
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、

カ
ナ
ダ
の
各
支
部
と
日
本
か

ら
。
ス
リ
ラ
ン
カ
の
北
部
、

現地支部主導で即応態勢
東
部
そ
し
て
南
部
の
三
地
域

に
は
ス
リ
ラ
ン
カ
、
カ
ナ

ダ
、
ニ
ュ
ー
ジ
上
フ
ン
ド
の

各
支
部
と
日
本
か
ら
。
イ
ン

ド
の
チ
ェ
ン
ナ
イ
に
は
イ
ン

ド
、
ネ
パ
ー
ル
、
バ
ン
グ
ラ

デ
シ
ュ
の
各
支
部
と
日
本
か

ら
の
↑
人
が
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

多
国
籍
医
師
団
と
し
て
救
援

活
動
を
実
施
し
て
い
る
。

　
宗
教
、
民
族
そ
し
て
文
化

は
異
な
っ
て
い
て
も
、
人
の

役
に
立
ち
た
い
気
持
ち
に
変

わ
り
は
な
い
こ
と
を
し
み
じ

み
と
再
確
認
し
た
。

　
国
際
社
会
の
取
り
組
み
に

先
駆
け
て
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
地

震
発
生
当
日
か
ら
緊
急
救
援

活
動
を
開
始
し
て
い
る
。
こ

れ
を
可
能
に
し
た
の
は
各
支

部
と
の
日
ご
ろ
の
活
動
で
醸

成
し
た
信
頼
関
係
で
あ
る
。

信
頼
関
係
は
電
話
一
本
で
緊

急
救
援
活
動
体
制
を
動
か

す
。
そ
の
精
神
は
「
困
っ
た

と
き
は
お
互
い
さ
ま
」
の
相

互
扶
助
と
「
現
地
の
こ
と
は

現
地
に
任
せ
る
」
と
い
う
現

地
主
導
で
あ
る
。

　
相
互
扶
助
の
精
神
は
援
助

を
受
け
る
側
の
プ
ラ
イ
ド
を

傷
つ
け
な
い
。
共
に
苦
労
す

る
過
程
で
尊
敬
と
信
頼
を
築

く
精
神
で
も
あ
る
。
現
地
主

導
は
現
地
支
部
の
価
値
判
断

と
豊
富
な
人
脈
に
基
づ
い
た

迅
速
な
活
動
を
保
障
し
て
く

れ
る
。

ＡＭＤＡスタッフ＝14日（ＡＭＤＡ提供）

　
そ
し
て
多
国
籍
ネ
ッ
ト
ワ
資
金
が
必
要
と
な
る
。
し
か

Ｉ
ク
は
大
量
の
ス
タ
ッ
フ
の
し
、
緊
急
救
援
活
動
の
募
金

投
入
を
可
能
に
す
る
。
Ｉ
Ｔ
は
常
に
後
か
ら
く
る
。
こ
こ

通
信
技
術
の
発
達
が
な
け
れ
で
昨
年
の
第
二
回
沖
縄
平
和

は
多
国
籍
チ
ー
ム
に
と
っ
て
賞
の
受
賞
に
あ
ら
た
め
て
感

情
報
の
共
有
と
コ
ン
セ
ン
サ
謝
し
た
い
。
副
賞
の
一
千
万

ス
形
成
に
よ
る
共
同
作
業
は
円
が
私
に
大
胆
な
決
断
を
さ

不
可
能
だ
っ
た
。
　
　
　
　
せ
て
く
れ
た
事
実
に
。
そ
し

　
大
規
模
な
多
国
籍
医
師
団
て
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
沖
縄
県
支
部
長

の
投
入
と
活
勣
に
は
大
量
の
の
大
仰
良
一
先
主
に
は
、
大

I
’
J
l
k
l
i
J
I
I
I
J
s

~
l
＝
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－
　
－
ｊ
Ｉ
Ｉ
　
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
　
Ｉ
　
Ｉ

城
七
子
看
護
師
を
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
で
の
救
援
活
動
に
派
遣

し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
も
併

せ
て
感
謝
し
た
い
。

　
　
「
沖
縄
県
と
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が

一
緒
に
行
動
し
、
苦
労
を
共

に
す
る
こ
と
に
よ
り
尊
敬
と

信
頼
を
築
く
」
と
い
う
第
二

回
沖
縄
平
和
具
縦
貫
式
の
侍

の
公
約
を
少
し
で
も
実
現
さ

せ
て
い
き
た
い
。
世
界
平
和

へ
向
か
っ
て
沖
縄
と
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
の
真
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
の
始
ま
り
の
鼓
動
を
感
じ

て
い
る
。

　沖縄タイムス社は、今月から毎月第４日曜日

の総白面で、昨年、第２回沖縄平和賞を受賞し
た国際医原援助団体ＡＭＤΛ（アムダ、アジア
医師連絡協議会）の菅波茂理事長による「ＡＭ
ＤＡ活動報告　救える命があればどこへでも」

を連載します。救援活動の現場から見える平和
の危機、沖縄への提言などを伝えまず。
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